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人
口
減
少
問
題
解
決
の
正
念
場
の
年
に

人
口
減
少
問
題
解
決
の
正
念
場
の
年
に

定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
、
起
業
・
事
業
拡
大
の
支
援
な
ど
全
力
で

定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
、
起
業
・
事
業
拡
大
の
支
援
な
ど
全
力
で

　

令
和
５
年
定
例
３
月
会
議
を

３
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８

日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　　
今
回
の
定
例
会
議
の
メ
イ
ン

は
令
和
５
年
度
の
本
町
の
予
算

審
査
で
、
４
月
の
統
一
地
方
選

挙
を
前
に
、
町
長
、
議
員
と
も

に
任
期
４
年
間
最
後
の
定
例
会

議
と
な
り
ま
す
。

　　
初
日
は
西
村
久
之
町
長
が
こ

の
任
期
中
に
取
り
組
ん
で
き
た

町
政
運
営
に
つ
い
て
振
り
返
り

ま
し
た
。

　　
ま
た
、
人
口
減
少
問
題
の
解

決
に
向
け
た
定
住
促
進
、
子
ど

も
の
教
育
や
子
育
て
支
援
、
起

業
や
事
業
拡
大
に
対
す
る
支

援
、
後
継
者
対
策
、
産
業
振
興

に
重
点
を
置
い
た
令
和
５
年
度

の
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

定例 3 月会議定例 3 月会議

第 125 号 (2)

新
年
度
予
算
を
可
決

　
一
般
質
問
は
26
名
の
傍
聴
者

が
集
ま
る
中
、
今
田
光
弘
議
員

が
登
壇
、
中
村
慶
幸
教
育
長
に

小
値
賀
町
の
教
育(

小
中
高
一

小
値
賀
の
教
育
に
つ
い
て
質
す

　　
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
と
７

つ
の
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は

審
査
の
場
を
予
算
特
別
委
員
会

に
移
し
、
活
発
な
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

　　
そ
の
ほ
か
各
会
計
の
令
和
４

年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
の
改

正
、
本
町
の
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
改
正

な
ど
、
提
出
さ
れ
た
30
の
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
質
疑
を
重
ね
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
成
立

し
て
い
ま
す
。

貫
教
育
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
留

学
生
制
度
お
よ
び
北
松
西
高
校

魅
力
化
推
進
事
業)

に
つ
い
て

質た
だ

し
ま
し
た
。(

10
ペ
ー
ジ
～)

。



第 125 号 (3)

歳出
衛 生 費 5 億 3985 万円 2 億 7433 万円減  保健衛生、 環境衛生、 健康、 清掃などに要する費用

民 生 費 6 億 3035 万円  　   3621 万円増  社会福祉、 児童福祉、 生活保護などに要する費用

農林水産業費 5 億 5212 万円 　　 3173 万円減  農林水産業の振興や松くい虫防除などに要する費用

総 務 費 7 億 5312 万円 　 　2 億 1108 円増  役場全体の維持管理、 徴税、 選挙などに要する費用

教 育 費 3 億 6189 万円 7030 万円減  小中学校、 公民館などの管理や離島留学に要する費用

公 債 費 4 億 2504 万円 　　 1748 万円増  町債として町が借りたお金を返済する元金と利子

土 木 費 2 億 5161 万円 　　3560 万円増  道路や町営住宅の維持管理などに要する費用

商 工 費 1 億 2889 万円 　 　5977 万円減  商工業の振興や観光に関する費用

消 防 費 1 億 5058 万円 　　4065 万円増  消防団や消防署などに要する費用

議 会 費 5483 万円 　　  421 万円増  議会運営や議員に係る費用

そ の 他 5271 万円    890 万円増  諸支出金、 予備費など

合  計 39 億 100 万円 8200 万円減   ( 前年度当初予算額との比較増 ・ 減 )

予算総額 39 億 100 万円
町民 1 人当たり 174 万円

令和 5 年度に使われる町の大切なお金の内訳

自主財源 (26.9%)自主財源 (26.9%)

依存財源 (73.1%)依存財源 (73.1%)

( 歳入・歳出ともに )

（ 端数処理により内訳と合計が一致しない）

その他 =7983 万円

地方交付税 /18 億 2000 万円

（前年度当初予算とほぼ同額）

令和 5 年度のお金の使いみちが決まりました

歳入
国庫支出金 =2 億 6481 万円

県支出金 =2 億 3388 万円

町債 =4 億 5620 万円

町税 =1 億 6978 万円町税 =1 億 6978 万円
使用料 ・ 手数料 =6131 万円

寄附金 =5001 万円

繰越金 =5000 万円
その他収入 =8976 万円

依存財源：国や県から定められた額を交付・割り当てられるお金や金融機関から借りてくるお金
自主財源：町が直接集めるお金（この比率が高いほど自主的な財政運営ができる）

基金繰入金 =6 億 2542 万円基金繰入金 =6 億 2542 万円



第 125 号 (4)

　　
町
の
予
算
を
決
定
す
る
の
は

議
会
で
す
。

　　

あ
す
の
小
値
賀
町
の
た
め
、

そ
し
て
町
民
の
た
め
、
町
民
が

納
得
し
理
解
が
得
ら
れ
る
予
算

か
否
か
、
議
員
も
執
行
部
も
真

剣
に
、
時
に
は
熱
く
な
り
な
が

ら
も
冷
静
に
真し
ん
し摯
な
や
り
取
り

を
２
日
間
続
け
ま
し
た
。

予 算 は 皆 さ ん が 選 ん だ 町 長 が 提 案

決 め る の は 皆 さ ん が 選 ん だ 議 員 で す

　
日
を
改
め
て
開
い
た
本
会
議

で
は
横
山
委
員
長
が
審
査
報
告

を
行
い
、
続
い
て
宮
﨑
良
保
議

員
が
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
※

を
行
い
ま
し
た
。

　　
そ
の
後
の
採
決
で
は
８
会
計

と
も
全
会
一
致
で
「
賛
成
」
と

な
り
、
小
値
賀
町
の
令
和
５
年

度
の
予
算
が
す
べ
て
決
ま
り
ま

し
た
。

定例 3 月会議定例 3 月会議

委員長は横山弘藏議長が務める

原
案
に
反
対
者
が
い
た
会
計
も

　　
特
別
委
員
会
で
は
、
質
疑
を

終
え
た
の
ち
一
般
会
計
と
特
別

会
計
７
会
計
そ
れ
ぞ
れ
討
論
を

経
て
表
決
を
行
い
ま
し
た
。

　　
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別

会
計
は
反
対
者
が
い
た
も
の
の

賛
成
多
数
、
そ
れ
以
外
の
会
計

は
賛
成
全
員
で
、
予
算
特
別
委

員
会
と
し
て
は
す
べ
て
の
会
計

に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
採
決
は
全
会
一
致

特
別
委
員
会
で
予
算
を
審
査

６名の委員のうち賛成は５名だった国保診療所特別会計予算

賛成討論をする宮﨑良保議員

※討論

自分の意見に反対する者や、 賛否の意思を決めていない者を自分の意見に賛

同させることを目的として、 賛成または反対の意見を表明すること。

賛成または反対についての理由を明確にして論議すべきものとされており、 原則

として一人一回、 反対者 ・ 賛成者の順に行う。

歳
入
関
連



第 125 号 (5)

～予算特別委員会での質疑の一部～

問
自
主
財
源
の
比
率
が
前
年
度

に
比
べ
て
３
・
５
ポ
イ
ン
ト
減

り
、
そ
の
分
依
存
財
源
の
比
率

が
高
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
国
や
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を

活
用
し
、
な
る
べ
く
一
般
財
源

※
を
使
わ
な
い
よ
う
な
取
り
組

み
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

問
町
民
税
が
７
０
８
７
万
円
余

で
、
前
年
度
当
初
予
算
よ
り

８
０
８
万
円
余
増
額
と
見
込
ん

で
い
る
が
増
額
の
理
由
は
。

答
給
与
所
得
者
の
支
払
う
町
民

税
が
７
３
４
万
円
余
増
え
る
こ

と
が
大
き
な
要
因
だ
。　

一般会計予算審査※一般財源

町税、 地方譲与税、 地方特例交付金および地方交

付税で、 使いみちが特定されておらず町がどのよう

な経費にも使うことができるお金のこと。

これに対し一定の使途だけに使えるのが特定財源。

定例 3 月会議定例 3 月会議

問
資
源
物
販
売
収
入
31
万
５
千

円
の
内
訳
は
。

答
回
収
し
た
段
ボ
ー
ル
を
売
却

し
た
金
額
だ
。

問
段
ボ
ー
ル
以
外
の
資
源
ご
み

は
売
れ
な
い
の
か
。

答
回
収
費
用
の
方
が
上
回
っ
て

い
る
。

問
今
は
金
属
ご
み
は
高
く
取
引

依
存
財
源
の
比
率
が
高
ま
る

ご
み
分
別
の
動
機
づ
け
に

問
業
務
改
革
推
進
事
業
と
し
て

３
３
９
万
円
計
上
し
て
い
る
が

業
務
の
目
的
は
。

答
い
わ
ば
業
務
の
棚
卸
の
よ
う

な
も
の
で
、
全
庁
的
に
調
査
を

行
っ
て
業
務
量
が
ど
こ
に
偏
っ
て

い
る
か
な
ど
の
課
題
を
抽
出
し
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
の
実

装
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
だ
。

さ
れ
て
い
る
と
耳
に
す
る
が
。

答
こ
れ
か
ら
は
収
入
と
し
て
計

上
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。

問
収
入
が
は
っ
き
り
数
字
と
し

て
わ
か
れ
ば
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
み
分
別
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
も
っ
と
高
ま
る
の
で
は
な

い
か
。

答
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

問
小
値
賀
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

改
修
工
事
の
内
容
は
。

答
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
扉
、
会
議
室

や
ト
イ
レ
の
改
修
の
ほ
か
庇
ひ
さ
し

の

設
置
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　　
ま
た
自
転
車
置
き
場
は
外
に

造
り
、
目
隠
し
の
ご
み
置
場
も

確
保
す
る
。

問
高
速
船
桟さ
ん
ば
し橋

や
駐
車
場
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
通
路
の
改
修
も

必
要
で
は
。

答
県
の
所
有
の
た
め
県
に
改
修

の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

問
工
期
は
。

答
利
用
者
の
安
全
確
保
を
図
り

な
が
ら
の
工
事
と
な
る
た
め
あ

る
程
度
時
間
が
か
か
る
と
は
思

う
が
、　
で
き
る
だ
け
年
度
内
に

完
了
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
改
修
へ

問
大
島
で
最
新
の
無
線
技
術
を

使
っ
た
高
速
通
信
の
実
験
費
用

１
６
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
納
島
で
も
実
験
を
行
っ
て

い
る
が
そ
の
結
果
は
。

答
天
候
に
よ
り
通
信
速
度
が
変

わ
る
こ
と
は
あ
る
が
切
断
は
一

度
も
な
く
、
良
い
結
果
だ
。

問
全
額
一
般
財
源
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
内
容
で
あ
れ
ば
国
の

補
助
金
制
度
を
利
用
で
き
る
の

で
は
。

答
町
と
し
て
も
総
務
省
に
対
し

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
ほ
し
い

と
伝
え
て
い
る
。

納島での実証実験 結果は良好

小値賀の玄関口としての整備を

歳
入
関
連

歳
出
関
連



第 125 号 (6)

定例 3 月会議定例 3 月会議

～予算特別委員会での質疑の一部～

一般会計予算審査

問
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
事
業
費

６
１
０
万
円
の
内
容
は
。

答
令
和
３
年
度
の
中
学
生
模
擬

議
会
で
提
案
さ
れ
た
漁
協
横
と

西
町
公
園
の
前
の
ト
イ
レ
の
改

修
で
、
今
年
度
に
設
計
し
て
来

年
度
に
工
事
す
る
予
定
。

問
提
言
の
実
現
は
と
て
も
良
い

こ
と
だ
。
郵
便
局
周
辺
に
も
あ

っ
た
ら
便
利
だ
と
思
う
が
。

答
用
地
の
確
保
が
な
か
な
か
難

し
い
。

　　

設
置
個
所
に
つ
い
て
は
消
防

分
団
詰
所
な
ど
も
視
野
に
、
時

間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が

中
学
生
の
提
案
を
実
現  

公
衆
ト
イ
レ
を
整
備

観
光
関
係
機
関
と
も
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
ト
イ
レ
の
問
題
は
観
光
に
も

影
響
す
る
。
適
切
な
管
理
も
必

要
だ
。

答
こ
れ
か
ら
も
適
切
な
管
理
を

続
け
て
い
く
。　

模擬議会で提案した田川翔明さん (令和 3年 12 月 )

1 分団詰所横 (西町公園前 )のトイレ漁協横のトイレ

「
敬
老
祝
い
金
」
見
直
し
て
は

問
納
島
担
当
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
関
連
の
業
務
委
託
料
が

９
７
０
万
円
と
昨
年
度
よ
り

１
５
０
万
円
余
増
額
し
て
い
る

理
由
は
。

答
納
島
の
新
た
な
土
産
品
の
開

発
や
、
納
島
と
本
島
と
の
交
流

機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
を
す

る
た
め
。

問
協
力
隊
任
期
の
３
年
が
秋
で

切
れ
る
が
そ
の
後
の
計
画
は
。

答
現
在
は
２
名
体
制
だ
が
秋
以

降
は
１
名
を
配
置
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
こ
の
業
務
内
容
で
あ
れ
ば
総

務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
も

指
摘
し
て
い
る
と
お
り
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
は
な
く
、「
地

域
活
性
化
企
業
人
」
の
制
度
を

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
貴
重
な
落
花
生
の
生
産

を
守
る
取
り
組
み
も
必
要
で
は

な
い
か
。

答
将
来
を
見
据
え
た
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

問
70
歳
以
上(

９
４
９
人)

に

は
報
償
費
千
円
、
75
歳
以
上(

６
６
２
人)

に
は
６
千
円
分
の

敬
老
祝
金
、
百
歳
到
達
者
に
は

５
万
円
、
合
計
で
４
９
８
万
円

が
敬
老
の
日
関
係
事
業
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

町
民
の
半
数
以
上
が
対
象
と

な
り
、
こ
の
や
り
方
は
時
代
に

そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

以
前
の
よ
う
に
節
目
の
年
齢

(

喜
寿
、
米
寿
等)

で
の
支
給

に
切
り
替
え
、
そ
の
分
子
ど
も

関
連
の
事
業
に
ま
わ
し
て
は
。

答
各
地
区
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
見
直
せ
る
と
こ
ろ
は
見
直
し

て
い
き
た
い
。

問
ア
ワ
ビ
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
費

用
対
効
果
は
。

答
経
費
は
年
間
１
３
０
０
万
円

程
度
で
、
ア
ワ
ビ
の
水
揚
げ
は

昨
年
度
で
１
８
・５
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

問
本
町
単
独
で
は
な
く
、
近
隣

他
地
域
の
同
種
事
業
者
と
協

力
・
す
み
分
け
し
て
進
め
て
い

く
と
説
明
を
受
け
て
い
た
が
。

答
近
隣
地
域
で
撤
退
し
た
事
業

者
も
あ
る
た
め
、
協
力
・
す
み

分
け
の
話
は
進
ん
で
い
な
い
。

問
効
果
が
上
が
ら
な
い
の
な
ら

撤
退
も
視
野
に
入
れ
て
は
。

答
ア
ワ
ビ
を
つ
く
る
技
術
は
あ

る
の
で
撤
退
は
せ
ず
、
網
仕
切

り
の
中
に
放
流
す
る
な
ど
工
夫

し
て
続
け
て
い
き
た
い
。



第 125 号 (7)

4 億 7480 万円

　県支出金　　　　　　　　　 　 3 億 5848 万円
　国民健康保険税　 　　          8316 万円
　一般会計から繰入　　          3289 万円

　国民健康保険給付費  2 億 8704 万円
　県への納付金　　 　　            9764 万円
　特定健診 ・ 特定保健指導費　884 万円

令和 5 年度 7 会計予算総額    18 億 3270 万円

3 億 9930 万円

　国庫支出金　　　　　　　 　 1 億 1105 万円
　一般会計から繰入 　　         6782 万円
　介護保険料　　　　　    　  　     5681 万円

　保険給付費　　　     　  　3 億 6071 万円
　地域支援事業費　  　       　　2900 万円
　総務費　　　　　　     　 　　 　　　　 　956 万円

2 億  710 万円

　一般会計から繰入　   　1 億 3080 万円
　下水道使用料　　　　　  　 　　　　2940 万円
　国庫補助金　　　  　　       　　　2700 万円

　公債費償還金　　　　      　　　　8541 万円
　公共下水道管理費　　     　 　6257 万円
　農漁業集落排水管理費      3589 万円

9000 万円

　一般会計から繰入　        4271 万円
　国庫支出金　　　 　　          1583 万円
　渡船事業収入　　　　　　　　　　 892 万円

　はまゆう運航費　           　4738 万円
　さいかい運航費　          　1582 万円
　総務費　　　　　          　    　1525 万円

国民健康保険診療所

5 億　690 万円

　一般会計から繰入      2 億 1775 万円
　診療収入                   2 億   365 万円
　町債              　    　　  　　    7160 万円

　医薬品衛生材料費　 　　１億 1774 万円
　医師住宅建設工事費  1 億 1200 万円 
　医業用機械器具費　    　　 　 2340 万円

5430 万円

　後期高齢者医療保険料　 2457 万円
　一般会計から繰入　　　　　　2440 万円

　広域連合負担金 　　　　   　4431 万円
　総務費　　　　　　                  930 万円

1 億　　30 万円

　事業収入　　　　　　　　　　　　　　　 5319 万円
　一般会計から繰入　　          2360 万円
　町債　     　　　 　                  2250 万円

　総務管理費　 　　　             　7130 万円
　公債費　　　　　　　　　　　　　　　　　 2800 万円    

特別会計予算

定例 3 月会議定例 3 月会議

主な歳出

主な歳入

簡易水道事業

後期高齢者医療事業

渡船事業国民健康保険事業

介護保険事業

下水道事業

主な歳入

主な歳入主な歳入

主な歳入

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

主な歳出

主な歳出

主な歳出 主な歳出

一部の議員は、 旧診療所の医師住
宅をリフォームして使えばこの予算
は不要だとして、 予算特別委員会
の表決では「 反対」 としました。



第 125 号 (8)

事業の効果が効率的に発揮されるか
議会は常に注視しています

そ の 他 の 主 な 新 規 事 業

医師用の住宅を 2 棟新築 1 億 1200 万円

旧野首教会の保存修理工事 (1 年目 ) 8250 万円

第 7 分団の消防ポンプ自動車を購入 3500 万円

新規就業者の牛舎整備費用 1/2 を補助 3134 万円

町道の防護柵を取り替え ( 延長約 500m) 2100 万円

最新の空き家情報を把握するための調査業務 1200 万円

二次離島の周遊観光を促進する事業 350 万円

野崎島の集落跡の石垣の台帳を作成 324 万円

納島の営農運搬船のエンジンを更新 212 万円

今年度の新たな事業

400400 万円万円

図書館とこども園の西側ののり面の繁茂した草木
を取り除きます

約 2000 平方メートルを予定

ストックヤードの圧縮梱包機 ( 段ボールやペットボ
トル用 ) を購入します

作業効率と安全性が高まる (現在の圧縮梱包機 )

最終処分場の老朽化が進んでいる油圧ショベルを
新たに購入します

2 台体制で作業が効率的に

690690 万円万円

22002200 万円万円

西目の処分場に山積みされている廃材を島外に搬
出して場内を整備します

空家解体の受入再開と景観の保全を図る

ながさき西海農協の水の下倉庫の整備費用を補
助します

費用の 1/4 を補助

町営船はまゆうのエンジンのオーバーホールを実
施します

60006000 万円万円

18001800 万円万円

11551155 万円万円

就航は 2016 年７月



第 125 号 (9)

小値賀町民全体の福祉につながって
いるか議会は常に注視しています

そ の 他 の 主 な 継 続 事 業

障がい者自立支援のためのに給付 1 億 2797 万円

新上五島町へ可燃ごみを搬出する 5212 万円

社会福祉協議会の運営費を補助 2310 万円

国境離島居住者の航路運賃を下げる 1430 万円

担い手公社の運営費を補助 1400 万円

小値賀交通の運行費を補助 1300 万円

放課後児童クラブの運営を委託 1102 万円

社協の公共交通空白地有償運送事業を補助 796 万円

松くい虫被害を防ぐために姫の松原の松 ( 約 80
本 ) の樹幹に薬剤を注入します

薬効は 7年と言われている

町道唐見崎線ののり面の工事の続きとフェンス
(418 メートル ) を取り付けます

歩行者と車の安全の確保を図る

離島留学生の受け入れ ( 入寮型 5 名 ・ しま親型
1 名 )

ふるさと留学制度は 4年目に

21112111 万円万円

海岸の漂着ごみの回収と「 海ごみなくそう & ごみ
収集カレンダー」 を作成します

生態系を含めた海洋環境の悪化を招くことに

農道 ・ 水路 ・ ため池などの維持管理のための共
同作業を支援します

役目の参加者の減少も気がかり

農水産物の海上輸送に係る費用の８割を補助して
います

うち水産物関連には 3034 万円

今年度も続けます

15901590 万円万円

35523552 万円万円

23002300 万円万円

11291129 万円万円

221221 万円万円



第 125 号 (10)

北
松
西
高
校
の
魅
力
化
を
さ
ら
に
高
め
る
取
り
組
み
を

官
民
協
働
で
「
な
ら
で
は
」「
だ
か
ら
こ
そ
」
の
教
育
を
進
め
ま
す

今田光弘議員

「本町の教育について」　教育長の考えは ?

今
田
光
弘
議
員

　　
全
国
的
に
言
わ
れ
続
け
て
い

る
人
口
減
少
問
題
だ
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
本
町
も
遠
く
な
い
将

来
に
他
の
自
治
体
と
合
併
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

る
。

　　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
移

住
者
、
特
に
若
い
人
た
ち
が
今

ま
で
以
上
に
本
町
を
選
び
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
な

施
策
、
と
り
わ
け
教
育
と
子

育
て
環
境
を
も
っ
と
高
い
次
元

に
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。　

問
始
ま
っ
て
か
ら
15
年
が
経
つ

小
中
高
一
貫
教
育
制
度
。
こ
の

先
ど
の
よ
う
に
推
進
し
発
展
さ

せ
て
い
く
の
か
。

答
中
村
慶
幸
教
育
長

　　

本
町
の
小
中
高
一
貫
教
育

は
、「
地
域
探
求
」
を
柱
に
「
キ

ャ
リ
ア
教
育
・
ふ
る
さ
と
教
育
」

を
さ
ら
に
み
が
い
て
い
く
こ
と
で

発
展
す
る
と
考
え
ま
す
。

　　
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
と
地

域
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
の

で
「
地
域
探
究
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
学
校
だ
け
で
な
く
地

問
ふ
る
さ
と
留
学
制
度
は
一
部

の
児
童
生
徒
の
親
の
間
で
反
対

意
見
も
根
強
く
あ
る
よ
う
だ

が
、
北
松
西
高
校
の
存
続
に
つ

な
が
る
大
事
な
制
度
だ
。
こ
の

先
ど
の
よ
う
に
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
の
か
。

答
一
番
の
課
題
は
、
中
・
長
期

的
な
運
営
体
制
の
安
定
化
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　　

そ
の
た
め
に
は
今
以
上
に
ふ

る
さ
と
留
学
制
度
に
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

定例 3 月会議定例 3 月会議

一般質問

域
全
体
の
こ
と
と
し
て
、
本
町

の
人
的
・
物
的
資
源
を
さ
ら
に

活
用
し
た
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
行
政
が
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
「
地
域
探
究
」

を
柱
に
し
た
小
中
高
一
貫
教
育

が
さ
ら
に
発
展
す
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

小
中
高
一
貫
教
育
の
推
進
を

ふ
る
さ
と
留
学
制
度
の
充
実
を

　　
現
在
、
お
ぢ
か
新
聞
で
ふ
る

さ
と
留
学
に
関
す
る
情
報
発
信

を
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方

に
制
度
の
中
身
と
意
義
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

留学を終えて島を離れる「しま親」型の留学生



問
高
校
の
魅
力
化
に
こ
れ
か
ら

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
向
か

う
姿
や
教
職
員
が
ど
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
る

か
を
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
い
て
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
く
機
会
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　　
さ
ら
に
地
域
を
巻
き
込
ん
だ

官
民
協
働
で
「
小
値
賀
な
ら
で

は
」、「
小
値
賀
だ
か
ら
こ
そ
」

の
教
育
を
追
究
し
、
ひ
と
り
で

も
多
く
北
松
西
高
校
に
進
学
す

る
流
れ
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

第 125 号 (11)

　～質問を終えて～
　令和４年の定例３月会議に引き続き教育長の考え方などを質しました。
　　人口減少が続く中で、 遠回りかもしれませんが子どもの教育に力を入れることは次の世代につな
がる重要なポイントだと確信しています。
　　特に、 高校を残すことができるか否かは小値賀町の存続にも直接影響する大きな問題で、 県立
から町立への移管も現実的に検討すべき時がきていると思います。

～
私
に
も
言
わ
せ
て
～

傍聴席からひと言
( 模擬公聴会 )

　
小
値
賀
の
教
育
の
特
徴
で
あ
る
小
中
高
一
貫
教
育
は
手
段
で

あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。

　　
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
小
値
賀
で
ど
ん
な
体
験
が
で
き
る

か
、
実
際
に
こ
ん
な
子
が
育
っ
て
い
ま
す
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　　
結
果
が
見
え
れ
ば
地
域
が
協
力
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
。

　
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
、
全
国
の
高
校
生
か
ら
地
域
活
性
化
策

を
募
る
京
都
の
福
知
山
公
立
大
学
主
催
の
「
田
舎
力
甲
子
園
」
で

北
松
西
高
生
２
人
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
が
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

な
コ
ン
テ
ス
ト
に
生
徒
た
ち
は
挑
戦
し
て
い
る
。

　　
こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
何
か
目
的
を
も
っ
て
「
探
求
」
を

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

問
北
松
西
高
校
魅
力
化
推
進
事

業
は
、
生
徒
数
の
減
少
を
食
い

止
め
、
北
松
西
高
校
が
こ
れ
か

ら
も
あ
り
続
け
る
た
め
の
事
業

だ
。

　

魅
力
的
な
高
校
に
す
る
こ
と

で
町
外
か
ら
の
生
徒
を
増
や

し
、
若
い
移
住
者
を
増
や
す
た

め
の
取
り
組
み
の
一
つ
だ
が
、

そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
、
何
を
し
た
い
か
。

答
「
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も

「
し
た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
も
「
地

域
探
究
に
み
が
き
を
か
け
る
」

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
子
ど
も
は
家
庭
と
学
校
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
方
々
と
も
触

れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
自
ら

考
え
、
自
ら
行
動
す
る
力
」
や

「
社
会
性
」
が
よ
り
身
に
つ
く
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
地
域
探
究
活
動
は
、
小
中
高

一
貫
教
育
で
系
統
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
が
北

松
西
高
な
の
で
、「
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
す
る
生
徒
が
育
つ
集

大
成
の
場
」、「
提
案
・
実
践
に

よ
っ
て
地
域
を
変
え
て
い
け
る

場
」、
そ
れ
が
北
松
西
高
の
魅

力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
魅
力
化
を
進
め
る
た
め
に
検

討
や
提
言
を
行
う
「
北
松
西
高

校
魅
力
化
推
進
協
議
会
」
は
年

に
２
回
程
度
し
か
開
か
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
。
も
っ
と
積
極
的

な
活
動
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
重
要
な
の
は
、
誰
が
何
を
い

つ
ま
で
に
ど
こ
ま
で
進
め
る
か
で

あ
り
、
こ
れ
を
意
識
し
て
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

ま
た
、
会
議
も
オ
ー
プ
ン
に

し
て
一
般
の
人
が
参
画
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
高
校
の
存
続
を
考
え
る
と
、

県
立
高
校
か
ら
町
立
へ
と
移
管

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思

う
。
そ
の
よ
う
な
検
討
も
始
め

て
い
い
の
で
は
。

答
北
海
道
の
奥
尻
町
の
高
校
が

道
立
か
ら
町
立
へ
と
移
管
し
た

例
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
ま

す
。

　　

今
後
、
そ
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

昨年 7月の北松西高校地域探求発表会で発言する中村教育長

も
っ
と
高
校
の
魅
力
化
を
強
化

高
校
を
町
立
に
移
管
の
検
討
を
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13 事業を新年度に繰り越し

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ
る
事
業
の
未
執

行
や
経
費
の
削
減
、
実
績
額
の
確
定
な
ど
に
よ
り
１
億
８
６
６
９
万

円
を
減
額
し
た
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
や
り
取
り
を
重
ね

た
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
成
立
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
総

額
は
40
億
３
４
０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
13
事
業
合
わ
せ
て
２
億
８
０
５
万
円
を
令
和
５
年
度
に
繰
り

越
し
し
て
い
ま
す
。

問
人
工
透
析
患
者
通
院
費
補
助

金(

３
０
０
万
円)

を
50
万
円

増
や
し
た
理
由
は
。

答
当
初
計
画
で
は
４
名
の
患
者

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
１
名
増

え
た
た
め
増
額
し
た
。

問
総
合
運
動
公
園
の
施
設
使
用

料
を
69
万
円
減
額
し
た
理
由

は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
が
予
想
よ
り
長
引

い
て
利
用
者
が
大
き
く
減
っ
た

た
め
だ
。

令和４年度一般会計補正予算
定例 3 月会議定例 3 月会議

歳
出
関
連

歳
入
関
連

～補正予算質疑の一部～

今年度７回目の補正予算が成立

問
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
調

査
の
委
託
料
を
４
８
５
万
円
減

額
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
入
札
の
結
果
、
落
札
額
が
予

想
よ
り
安
か
っ
た
た
め
だ
。

問
乗
車
の
予
約
をW

i-F
i

を

使
っ
て
行
う
バ
ス
の
実
証
実

験
を
計
画(

２
０
０
万
円)

し

て
い
た
が
全
額
減
額
し
た
理
由

は
。

答
小
値
賀
交
通
の
バ
ス
の
予
約

シ
ス
テ
ム
の
準
備
が
整
わ
な
か
っ

た
た
め
。

　　
新
年
度
以
降
、
あ
ら
た
め
て

実
施
を
検
討
す
る
。

問
松
く
い
虫
被
害
木
の
処
理
費

用
を
１
６
０
０
万
円
も
減
額
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
発
注
が
遅
れ
た
た
め
、
処
理

作
業
の
限
度
量
が
予
定
の
３
分

の
１
以
下
に
減
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
大
変
申
し
訳
な
い
。

問
雇
用
機
会
を
増
や
す
た
め
の

補
助
金
を
５
６
０
万
円
も
減
額

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
創
業
を
計
画
し
て
い
た
１
件

が
取
り
下
げ
た
た
め
。

発
注
遅
れ
で
大
き
く
減
額
も

問
水
産
経
営
安
定
対
策
事
業
費

補
助
金
が
６
２
７
万
円
も
減
額

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
漁
船
エ
ン
ジ
ン
の
ボ
ー
リ
ン
グ

費
用
に
対
す
る
補
助
で
、
10
名

を
予
定
し
て
い
た
が
実
施
し
た

の
は
４
名
だ
っ
た
た
め
。

補助率は 1/3 以内で 100 万円が限度

問
佐
世
保
・
小
値
賀
観
光
圏
の

観
光
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業

の
負
担
金
と
し
て
当
初
予
算

２
３
７
万
円
余
に
対
し
て
93
万

円
増
額
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
当

初
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
業
の

問
総
合
体
育
館
改
修
工
事
の
設

計
委
託
料
１
３
２
０
万
円
を

８
９
０
万
円
も
減
額
し
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

答
耐
力
度
調
査
や
屋
根
裏
の
調

査
な
ど
の
調
査
結
果
を
受
け
、

費
用
的
な
面
か
ら
も
町
内
各
施

設
の
今
後
の
機
能
分
担
に
つ
い

て
検
討
整
理
す
る
こ
と
が
先
だ

と
判
断
し
、
設
計
部
分
に
つ
い

て
減
額
し
た
た
め
。

負
担
金
が
増
え
た
た
め
。

問
当
初
計
画
に
入
っ
て
い
な
か

っ
た
の
に
実
施
し
て
い
る
の
は

お
か
し
く
な
い
か
。
佐
世
保
市

の
言
い
な
り
で
は
な
い
か
。

答
町
と
し
て
も
お
か
し
い
と
感

じ
て
い
る
。
佐
世
保
市
に
は
必

ず
事
前
に
協
議
を
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

避難所としての機能も
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渡船事業　　　　                   　　81 万円増額　      　 7311 万円に

国民健康保険事業       　　1214 万円減額　   4 億 7698 万円に

後期高齢者医療事業      　　513 万円減額　          4996 万円に

介護保険事業　                2238 万円減額　  3 億 7841 万円に

簡易水道事業　                  139 万円減額　         8243 万円に

下水道事業　                 　   427 万円減額　  1 億 7841 万円に

国民健康保険診療所        9970 万円減額 10 億 1716 万円に

　
各
事
業
と
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に

よ
る
減
額
修
正
や
予
算
が
提
出
さ

れ
、こ
ち
ら
も
慎
重
に
審
査
を
行
い
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
て

い
ま
す
。

　

７
つ
の
特
別
会
計
総
額
で

１
億
４
４
２
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

定例 3 月会議定例 3 月会議
令和４年度特別会計補正予算

町内の現在の工事などのようす町内の現在の工事などのようす
柳
福
泊
地
区
の
防
火
水
槽
を
鋼

製
タ
ン
ク
に
し
て
地
中
に
埋
設

す
る
工
事
は
３
月
に
完
了(

有

限
会
社
出
口
建
設)

古
民
家
ス
テ
イ
鮑
集
の
屋
根
替

と
外
壁
塗
装
工
事
は
３
月
に
完

了(

株
式
会
社
友
建
設)

旧
小
西
家
住
宅
保
存
修
理
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託
は
３
月
に

完
了
予
定(

株
式
会
社
都
市
環

境
研
究
所)

唐
見
崎
地
区
と
近
浦
地
区
の
浮

桟
橋
の
補
修
工
事
は
12
月
に
完

了(

株
式
会
社
元
吉
組)

唐
見
崎
地
区
の
道
路
沿
い
に
植

樹(

白
い
筒
の
中
が
苗
木)

し

て
防
災
林
を
造
ろ
う
と
し
て
い

ま
す(

株
式
会
社
庭
建)
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残す任期もあとわずか 議員の思いは今

思
え
ば
長
い
４
年
間
で
あ
っ

た
。
身
も
心
も
錆
び
つ
き
、
脳

も
自
覚
症
状
は
な
い
が
誤
作
動

　
前
回
平
成
31
年
の
統
一
地
方

選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
４
年

の
間
、
産
業
の
活
性
化
・
福
祉

の
充
実
・
教
育
の
推
進
を
旗
印

に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　　

又
、
前
代
未
聞
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
や
昨
年

に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
る
影
響
で
の
、
農
漁

業
の
資
材
の
高
騰
の
対
応
に
調

査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

福
岡
魚
市
場
を
定
年
退
職
し
、

64
才
で
ふ
る
里
小
値
賀
へ
Ｕ
タ
ー

ン
し
、
66
才
で
町
議
会
議
員
に
立

候
補
し
、
３
期
12
年
間
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

在
職
中
は
主
に
人
口
減
少
対

策
や
産
業
振
興
対
策
に
取
り
組

み
、
町
へ
の
提
言
も
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

中
で
も
想
い
出
に
残
る
事
は
、

小
値
賀
町
の
諸
問
題
解
決
の
為
の

国
、
県
、
国
会
議
員
等
へ
の
陳
情

活
動
、
九
州
商
船
へ
の
新
船
建
造

要
請
、
小
中
学
校
の
新
校
舎
建

設
、
そ
し
て
学
校
給
食
開
始
、
農

水
産
物
の
加
工
場
建
設
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
新

診
療
所
建
設
、
小
値
賀
全
島
で

の
松
枯
対
策
、
野
首
教
会
の
世
界

遺
産
登
録
、
国
境
離
島
新
法
制

定
へ
の
要
望
活
動
、
そ
し
て
３
年

の
長
き
に
渡
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
な
ど
で
す
。

そ
し
て
暮
ら
し
て
い
る
う
ち
に

３
期
12
年
経
過
し
て
年
令
も
78
歳

と
な
り
、
又
、
目
の
病
の
回
復
の

目
途
も
た
た
ず
、
新
聞
を
読
む
事

も
難
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
の
で

今
期
を
以
っ
て
議
員
生
活
を
終
え

る
決
心
を
致
し
ま
し
た
。

在
任
中
は
町
内
の
皆
様
の
御
指

導
、
御
協
力
、
御
支
援
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
小
値
賀
町
が
永
遠
に
栄

あ
る
事
を
祈
念
し
、
お
礼
の
言
葉

に
変
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

12
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

小値賀町議会議員選挙は４月１８日に告示され、 投開票日は４月２３日の予定です。
今の議員の任期は４月２９日まで。
各議員が今考えていること、 思っていることを自由に書いていただきました。
掲載は議員番号順、 原則として原文ママです。

❷ 松屋治郎議員

❸ 宮﨑良保議員 

❹ 黒﨑政美議員

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

議
会
活
動
及
び
議
員
活
動
に
制

約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
災

害
を
未
然
に
防
ぐ
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
策
定
の
必
要
性
を
問

う
一
般
質
問
を
は
じ
め
、
ア
ジ

サ
イ
ネ
ッ
ト
の
調
査
の
為
、
長

崎
県
医
師
会
を
訪
問
し
た
こ
と

は
心
に
残
り
ま
す
。

　　
又
、
住
民
生
活
の
安
全
に
密

接
に
関
連
す
る
県
道
や
通
学
路

の
整
備
に
つ
い
て
で
き
う
る
限

り
の
整
備
を
要
請
し
て
き
ま
し

た
。

　　

尚
、
今
後
に
つ
い
て
も
本
町

の
最
大
の
問
題
で
あ
る
人
口
が

減
少
し
て
も
高
齢
化
率
が
高
く

な
っ
て
も
こ
の
町
の
活
力
を
失

わ
な
い
よ
う
、
持
続
可
能
な
町

作
り
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

を
起
こ
し
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
。
こ
れ
以
上
町
政
に
携
わ
っ
て

い
く
の
は
町
民
に
対
し
失
礼
だ

と
判
断
し
、
今
期
で
退
く
こ
と

を
決
意
し
た
。
価
値
観
が
急
速

に
多
様
化
し
て
い
く
今
の
時
代

に
つ
い
て
い
く
の
は
無
理
だ
と
思

う
。今

回
本
町
は
選
挙
に
な
る
ら

し
い
。
四
年
前
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
、
町
民
が
地
方
自
治
の

主
役
で
あ
り
、
人
ご
と
に
し
か

自
治
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
こ

と
が
小
値
賀
町
の
最
大
の
危
機

で
あ
っ
た
。
自
治
と
は
自
分
た

ち
の
こ
と
を
自
分
達
で
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
、
個
人(

町
民

)

の
意
見
を
踏
ま
え
て
町
の
意

思
を
決
定
す
る
の
が
議
会
の
役

割
で
あ
る
。
執
行
機
関
の
牽け
ん
せ
い制

機
能
と
い
わ
れ
て
い
る
。

果
た
し
て
自
分
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
胸
を
張
っ
て
合
格
点
は

与
え
ら
れ
な
い
。
赤
点
ぎ
り
ぎ

り
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
以
下
か

も
し
れ
な
い
。

と
に
か
く
新
議
会
に
期
待
す

る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
う
。
肉

体
的
な
衰
え
、
時
代
の
進
歩
に

つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
者
は
退

く
の
み
で
あ
る
。
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議
員
生
活
の
16
年
間
、
自
分

と
し
て
何
を
ど
う
や
っ
て
来
た
の

か
。１

年
～
２
年
は
な
に
も
わ
か

ら
ず
、
議
員
と
し
て
務
ま
る
の

か
な
や
み
ま
し
た
。

３
年
目
に
な
っ
て
や
っ
と
少
し

ず
つ
議
員
ら
し
い
仕
事
が
先
輩

議
員
か
ら
励
ま
さ
れ
、
出
来
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
と
す
れ
ば
、
漁
協
、
漁

民
、
行
政
と
の
橋
渡
し
を
す
る

た
め
議
員
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
そ

れ
な
り
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

と
思
い
、
磯
焼
対
策
、
藻
場
対

策
、
船
の
ボ
ー
リ
ン
グ
の
３
分
の

１
の
補
助
な
ど
は
取
り
組
ん
で

来
ま
し
た
。

し
か
し
水
産
加
工
施
設
は
実

に
な
ら
ず
、
漁
業
者
に
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

方
面
で
協
力
し
て
行
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

16
年
間
お
世
話
に
な
り
、
あ ❺ 末永一朗議員

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
思
い
や
り
の
あ
る
町
政
」
を

真
情
に
小
値
賀
町
議
会
議
員
と

し
て
歩
ん
で
き
た
20
年
間
、
思

い
返
し
ま
す
と
、
小
値
賀
町
が

平
成
の
大
合
併
に
揺
れ
る
中
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
出

馬
し
、
自
律
の
道
を
推
し
進
ん

で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

以
前
の
会
社
や
漁
協
と
全
く

違
う
勉
強
に
取
り
組
み
、
単
式

簿
記
で
の
予
算
・
決
算
の
見
方
、

佐
世
保
市
と
の
合
併
議
事
録
な

ど
読
み
漁
り
、
研
鑽
を
積
み
重

ね
、
自
治
権
を
行
使
で
き
る
町

と
し
て
、
一
つ
の
自
治
体
で
あ

り
続
け
る
の
が
ベ
ス
ト
で
な
い
か

と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

貧
し
い
な
が
ら
も
住
み
や
す

い
町
小
値
賀
町
、
台
風
以
外
に

自
然
災
害
を
被
ら
な
い
小
値
賀

町
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
未
来

永
劫
見
据
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

政
策
と
し
て
は
、
船
瀬
海
岸 ❻ 浦英明議員

を
通
っ
て
診
療
所
に
向
か
う
バ
ス

停
の
設
置
、
買
物
弱
者
の
た
め

の
前
方
楽
市
店
の
設
置
な
ど
提

言
し
、
実
績
を
残
し
た
も
の
の
、

海
藻
の
増
殖
に
は
成
功
出
来
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
悔
い
が
残

る
思
い
で
す
。
ア
マ
モ
は
一
年

生
藻
の
播
種
で
な
く
、
多
年
生

藻
を
田
植
え
す
る
よ
う
な
植
付

方
法
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
、
ご
厚
情

に
預
か
り
ま
し
た
皆
様
方
に
対

し
、
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
、
議
員
活

動
に
終
止
符
を
打
ち
ま
す
。

❼ 今田光弘議員

町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
が

少
な
い
と
全
国
的
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
「
議
員
の
な
り
手
＝

町
の
支
え
手
」
で
す
。
町
を
支

え
る
の
は
町
民
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
そ
の
代
表
で
あ
る
議
員
で

す
。４

年
前
の
選
挙
の
立
候
補
者

は
８
人
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
思
が
反
映
さ
れ
な
い
無
投
票

で
し
た
。
危
機
感
を
強
く
持
っ

た
私
た
ち
は
、
本
町
議
会
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
立
候
補
者
を
増

や
す
取
り
組
み
を
こ
の
４
年
間

続
け
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

そ
し
て
迎
え
た
町
議
選
立

候
補
予
定
者
説
明
会
の
２
月
28

日
。
13
陣
営
も
の
皆
さ
ん
が
会

場
に
集
ま
り
ま
し
た
。
素
直
に

「
び
っ
く
り
し
た
」。
そ
し
て
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

議
員
定
数
は
８
。
こ
の
ま
ま

い
け
ば
選
挙
に
な
り
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
が
立
候
補
者
を
自

分
の
目
で
見
て
話
を
き
い
て
自

分
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
４
年
に
一
度
の
選
挙

が
や
っ
て
き
ま
す
・
・
・

❽ 横山弘藏議員

　　
あ
っ
と
い
う
間
の
四
年
間
、
コ

ロ
ナ
に
始
ま
っ
て
コ
ロ
ナ
で
終
わ
っ

た
。
し
か
し
町
政
は
待
っ
た
な

し
。
日
々
執
行
部
も
一
緒
に
な
っ

て
小
値
賀
町
が
少
し
で
も
住
み

や
す
い
町
に
な
る
よ
う
に
協
議

を
重
ね
活
動
し
て
き
た
。
町
民

に
叱し
っ
た
げ
き
れ
い

咤
激
励
さ
れ
な
が
ら
議
員

全
員
頑
張
っ
た
な
ー
と
思
っ
て
い

る
。

　　

選
挙
が
近
づ
く
に
つ
け
て
、

又
、
無
投
票
に
な
る
か
、
欠
員

に
な
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面

し
た
。
全
国
で
も
珍
し
い
議
会

自
ら
議
員
の
な
り
手
不
足
の
問

題
を
真
剣
に
発
信
し
、
そ
の
効

果
が
今
回
の
結
果
で
あ
る
。
住

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
機
能

が
充
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
が

住
民
の
福
祉
向
上
に
繋
が
る
事

に
な
る
。

　　
こ
れ
か
ら
も
小
値
賀
島
が
豊

か
で
住
み
や
す
い
町
に
な
る
よ

う
に
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

　　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
と
一

緒
に
な
っ
て
町
づ
く
り
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

8 年ぶりの町議選挙になるか
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２
月
中
ご
ろ
、
ウ
グ
イ
ス

の
声
で
目
が
覚
め
る
幸
せ
な

季
節
が
始
ま
り
ま
す
。
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
の
花
に
は
メ
ジ
ロ
が
集

ま
り
、
菜
の
花
が
一
面
に
広

が
る
と
田
ん
ぼ
に
水
が
入
っ
て

カ
エ
ル
の
大
合
唱
。
本
格
的

な
春
の
訪
れ
で
す
。

　　
気
温
が
高
く
な
り
、
陽
ざ

し
が
き
つ
く
な
っ
て
き
た
あ
る
朝
、

縁
側
か
ら
見
え
る
海
の
青
さ
が
急

に
濃
く
な
っ
て
夏
の
訪
れ
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
カ
キ
ー
ン
と
光
り
輝

く
夏
、
い
つ
の
間
に
か
セ
ミ
の
大
合

唱
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　　
暑
さ
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
セ

ミ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
朝
も
晩

も
虫
た
ち
の
大
合
唱
。
日
の
暮
れ

は
早
く
な
り
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
赤

が
畔あ
ぜ

の
黄
色
に
映
え
る
こ
ろ
、
影

が
長
く
な
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
季
節
。
香
り
が
近
所
に
降

り
注
ぎ
本
格
的
な
秋
の
始
ま
り
で

す
。

　　
そ
し
て
寒
さ
が
増
し
て
く
る
中
、

時
お
り
穏
や
か
な
小
春
日
和
が
訪

れ
て
、
そ
ん
な
日
は
干
し
た
お
布

団
の
温
も
り
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　　
季
節
を
感
じ
な
が
ら
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
小
値
賀
町
が
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
続
く
よ
う
に
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

(

編
集
委
員　
今
田
光
弘)

編　集　後　記
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発行責任者　小値賀町議会議長

電　　　話  0959-56-3111

「
こ
ど
も
園
防
火
パ
レ
ー
ド
」

　
３
月
２
日
に
毎
年
恒
例
の
「
こ

ど
も
園
防
火
パ
レ
ー
ド
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
穏
や
か
な
春
の
陽
ざ
し
の
中
、

笑
顔
に
い
や
さ
れ
た
ひ
と
時
で

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
空
気
が
乾
燥
す
る

季
節
で
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り

が
「
火
の
用
心
」
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

(
表
紙
の
写
真)

「ギカイの窓」 開いてます !
　　

小
値
賀
町
議
会
で
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
う
か
が
っ
て
議
会
活
動
へ
反

映
さ
せ
よ
う
と
「
ギ
カ
イ
の

窓
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　　
議
会
に
対
す
る
質
問
や
意

見
、
要
望
、
相
談
や
提
言
な

ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
議
員
や

議
会
に
直
接
相
談
で
き
る
場

で
、
ま
ず
は
電
話
か
メ
ー
ル
で

議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　　
相
談
は
原
則
と
し
て
役
場

3
階
の
議
員
控
室
で
行
い
ま

す
。

　　
相
談
す
る
議
員
は
指
名
も

可
。
指
名
が
な
け
れ
ば
、
相

談
内
容
に
よ
り
当
方
で
決
め

ま
す
。

　　
相
談
内
容
の
公
開
は
原
則

と
し
て
ご
希
望
に
応
じ
ま
す
。

　　
な
お
公
共
の
福
祉
に
反
す

る
こ
と
、
個
人
的
な
要
望
、

議
員
や
役
場
職
員
に
対
す
る

苦
情
な
ど
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

電話　0959-56-3111　役場内議会事務局　
メール　gikaisodan@town.ojika.lg.jp

ごめんなさい !!
　　前号表紙の発行年 2022 年は 2023 年の誤りでした。

　　誌面の都合でシリーズ突撃取材はお休みします。

小値賀町議会
Facebook

小値賀町議会
動画配信サイト


